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ルボニ Jレ基とを同一分子内にもつ 0-ア Iレコキシカルボニ Jレー α ージアゾアセトフェノン，( 1)を用いたo
i は Cu ， (acaC)2 や Rh 2 (C H 3 C 00) 4 触媒分解により， N2 を脱離してカ 1レベン (2 )が発生する口
乙のカ Jレベンが分子内のエステ Jレカ Jレボニ Jレ基を攻撃することにより， 1 ーア Jレコキシー 2 ーベンゾピリ
リウムー 4 ーオレート構造を持つカルボニルイリド (3 )が生成する。乙のカルボニ Jレイリドに対して種々の
置換基を持つア 1レデヒド類やケトン類を反応させると， endo -1 : 1 ー付加物， exo -1 1 -f寸加物，
exo-2: 1-付加物が得られる。
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の構造をX線結晶解析で明らアセナフチレンと 3aとの反応で生成した exo-2:1 ー付加物(立)
かtとし fこ。
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ヘテロクムレン化合物の一つであるケテン類を親双極子剤として用いた場合には，ケテン基 (>c=C=O)
2 : 1 一付加物匂)が得られた。











(-N=C=O) のN=C部分で反応した 1 : 1 ー付加物(22 )にもう 1 分子の 3aが付加した 2 : 1-付加物



















豊田君は，カ Iレボニ Jレイリドを環状構造の一部にもつ 2 ーベンゾピリリウムー 4 ーオレートに注目し，
この化合物に対するカルボニ Jレ化合物，ケテンおよびイソシアナートなどのヘテロ原子を含む不飽和化合
物の 1 ， 3 一双極子付力日環化反応について研究した。乙の結果 1 : 1 -付加物を位置選択性の高い生成
物として得たが，それと同時に 1 : 1 ー付加物のカ Jレボニ Iレ基にさらにもう 1 分子のピリリウム・オレー







乙の化合物とカルボニ Jレ化合物などとの1， 3 一双極子付加反応で得た知見を分子軌道計算の手法を用い
て検証し，さらに生成物の立体化学についても詳細な考察を行ったもので 理学博士の学位論文として十
分価値あるものと認める。
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